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【手続補正書】
【提出日】平成20年7月2日(2008.7.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の軸に対して左および右にそれぞれ配置される第１ディスプレイおよび第２ディス
プレイと前記第２ディスプレイ上に設けられるタッチパネルとを有するタッチ入力装置の
プロセサに、
　所定操作に応答して反転入力モードを設定する設定ステップ、
　手書き入力操作を前記タッチパネルを通して受け付ける受付ステップ、
　前記設定ステップによって反転入力モードが設定されていないとき、前記受付ステップ
によって受け付けられた手書き入力操作に対応する手書き入力データに基づいて認識処理
を実行する第１処理ステップ、
　前記設定ステップによって反転入力モードが設定されているとき、前記受付ステップに
よって受け付けられた手書き入力操作に対応する手書き入力データを上下および左右に反
転する反転ステップ、および
　前記反転ステップによって反転された手書き入力データに基づいて認識処理を実行する
第２処理ステップを実行させるための、タッチ入力プログラム。
【請求項２】
　所定の軸に対して左および右にそれぞれ配置される第１ディスプレイおよび第２ディス
プレイと前記第２ディスプレイ上に設けられるタッチパネルとを有するタッチ入力装置の
プロセサに、
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　所定操作に応答して反転入力モードを設定する設定ステップ、
　前記設定ステップによって反転入力モードが設定されていないとき、所定の第１画像を
前記第１ディスプレイに表示する第１表示ステップ、
　前記第１表示ステップによって表示された第１画像に関連する手書き入力操作を前記タ
ッチパネルを通して受け付ける第１受付ステップ、
　前記第１受付ステップによって受け付けられた手書き入力操作に対応する第１手書き入
力データに基づいてキャラクタ認識処理を実行する第１処理ステップ、
　前記設定ステップによって反転入力モードが設定されているとき、前記第１画像が上下
および左右に反転した第２画像を前記第１ディスプレイに表示する第２表示ステップ、
　前記第２表示ステップによって表示された第２画像に関連する手書き入力操作を前記タ
ッチパネルを通して受け付ける第２受付ステップ、
　前記第２受付ステップによって受け付けられた手書き入力操作に対応する第２手書き入
力データを上下および左右に反転する第１反転ステップ、および
　前記第１反転ステップによって反転された第２手書き入力データに基づいてキャラクタ
認識処理を実行する第２処理ステップを実行させるための、タッチ入力プログラム。
【請求項３】
　前記プロセサに、
　前記第１受付ステップによって受け付けられた手書き入力操作に対応する第１手書き入
力データに基づく画像を前記第２ディスプレイに表示する第３表示ステップ、および
　前記第２受付ステップによって受け付けられた手書き入力操作に対応する第２手書き入
力データに基づく画像を前記第２ディスプレイに表示する第４表示ステップをさらに実行
させる、請求項２記載のタッチ入力プログラム。
【請求項４】
　前記プロセサに、
　前記第１処理ステップの処理によって認識されたキャラクタ情報に対応する第１キャラ
クタデータに基づく画像を前記第１ディスプレイに表示する第５表示ステップ、および
　前記第２処理ステップの処理によって認識されたキャラクタ情報に対応する第２キャラ
クタデータを上下および左右に反転する第２反転ステップ、および
　前記第２反転ステップによって反転された第２キャラクタデータに基づく画像を前記第
１ディスプレイにさらに表示する第６表示ステップをさらに実行させる、請求項２または
３記載のタッチ入力プログラム。
【請求項５】
　前記プロセサに、
　前記第１画像に対応する第３キャラクタデータを上下および左右に反転する第３反転ス
テップをさらに実行させ、
　前記第２表示ステップは、前記第３反転ステップによって反転された第３キャラクタデ
ータに基づく画像を前記第１ディスプレイに表示する、請求項２ないし４のいずれかに記
載のタッチ入力プログラム。
【請求項６】
　所定の軸に対して左および右にそれぞれ配置される第１ディスプレイおよび第２ディス
プレイ、
　前記第２ディスプレイ上に設けられるタッチパネル、
　所定操作に応答して反転入力モードを設定する設定手段、
　手書き入力操作を前記タッチパネルを通して表示する受付手段、
　前記設定手段によって反転入力モードが設定されていないとき、前記受付手段によって
受け付けられた手書き入力操作に対応する手書き入力データに基づいて認識処理を実行す
る第１処理手段、
　前記設定手段によって反転入力モードが設定されているとき、前記受付手段によって受
け付けられた手書き入力操作に対応する手書き入力データを上下および左右に反転する反
転手段、および
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　前記反転手段によって反転された手書き入力データに基づいて認識処理を実行する第２
処理手段を備える、タッチ入力装置。
【請求項７】
　所定の軸に対して左および右にそれぞれ配置される第１ディスプレイおよび第２ディス
プレイ、
　前記第２ディスプレイ上に設けられるタッチパネル、
　所定操作に応答して反転入力モードを設定する設定手段、
　前記設定手段によって反転入力モードが設定されていないとき、所定の第１画像を前記
第１ディスプレイに表示する第１表示手段、
　前記第１表示手段によって表示された第１画像に関連する手書き入力操作を前記タッチ
パネルを通して表示する第１受付手段、
　前記第１受付手段によって受け付けられた手書き入力操作に対応する第１手書き入力デ
ータに基づいてキャラクタ認識処理を実行する第１処理手段、
　前記設定手段によって反転入力モードが設定されているとき、前記第１画像が上下およ
び左右に反転した第２画像を前記第１ディスプレイに表示する第２表示手段、
　前記第２表示手段によって表示された第２画像に関連する手書き入力操作を前記タッチ
パネルを通して受け付ける第２受付手段、
　前記第２受付手段によって受け付けられた手書き入力操作に対応する第２手書き入力デ
ータを上下および左右に反転する第１反転手段、および
　前記第１反転手段によって反転された第２手書き入力データに基づいてキャラクタ認識
処理を実行する第２処理手段を備える、タッチ入力装置。
【請求項８】
　前記第１受付手段によって受け付けられた手書き入力操作に対応する第１手書き入力デ
ータに基づく画像を前記第２ディスプレイに表示する第３表示手段、および
　前記第２受付手段によって受け付けられた手書き入力操作に対応する第２手書き入力デ
ータに基づく画像を前記第２ディスプレイに表示する第４表示手段をさらに備える、請求
項７記載のタッチ入力装置。
【請求項９】
　前記第１処理手段の処理によって認識されたキャラクタ情報に対応する第１キャラクタ
データに基づく画像を前記第１ディスプレイに表示する第５表示手段、および
　前記第２処理手段の処理によって認識されたキャラクタ情報に対応する第２キャラクタ
データを上下および左右に反転する第２反転手段、および
　前記第２反転手段によって反転された第２キャラクタデータに基づく画像を前記第１ 
ディスプレイにさらに表示する第６表示手段をさらに備える、請求項７または８記載のタ
ッチ入力装置。
【請求項１０】
　前記第１画像に対応する第３キャラクタデータを上下および左右に反転する第３反転手
段をさらに備え、
　前記第２表示手段は、前記第３反転手段によって反転された第３キャラクタデータに基
づく画像を前記第１ディスプレイに表示する、請求項７ないし９のいずれかに記載のタッ
チ入力装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　請求項１の発明に従うタッチ入力プログラムは、所定の軸に対して左および右にそれぞ
れ配置される第１ディスプレイおよび第２ディスプレイと、第２ディスプレイ上に設けら
れるタッチパネルとを有するタッチ入力装置のプロセサに、設定ステップ、受付ステップ
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、第１処理ステップ、反転ステップおよび第２処理ステップを実行させる。
　設定ステップは、所定操作に応答して反転入力モードを設定する。受付ステップは、手
書き入力操作をタッチパネルを通して受け付ける。第１処理ステップは、設定ステップに
よって反転入力モードが設定されていないとき、受付ステップによって受け付けられた手
書き入力操作に対応する手書き入力データに基づいて認識処理を実行する。反転ステップ
は、設定ステップによって反転入力モードが設定されているとき、受付ステップによって
受け付けられた手書き入力操作に対応する手書き入力データを上下および左右に反転する
。第２処理ステップは、反転ステップによって反転された手書き入力データに基づいて認
識処理を実行する。
　請求項２の発明に従うタッチ入力プログラムは、所定の軸に対して左および右にそれぞ
れ配置される第１ディスプレイおよび第２ディスプレイと、第２ディスプレイ上に設けら
れるタッチパネルとを有するタッチ入力装置のプロセサに、設定ステップ、第１表示ステ
ップ、第１受付ステップ、第１処理ステップ、第２表示ステップ、第２受付ステップ、第
１反転ステップおよび第２処理ステップを実行させる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　設定ステップは、所定操作に応答して反転入力モードを設定する。第１表示ステップは
、設定ステップによって反転入力モードが設定されていないとき、所定の第１画像を第１
ディスプレイに表示する。第１受付ステップは、第１表示ステップによって表示された第
１画像に関連する手書き入力操作をタッチパネルを通して受け付ける。第１処理ステップ
は、第１受付ステップによって受け付けられた手書き入力操作に対応する第１手書き入力
データに基づいて認識処理を実行する。第２表示ステップは、設定ステップによって反転
入力モードが設定されているとき、第１画像が上下左右に反転した第２画像を第１ディス
プレイに表示する。第２受付ステップは、第２表示ステップによって表示された第２画像
に関連する手書き入力操作をタッチパネルを通して受け付ける。第１反転ステップは、第
２受付ステップによって受け付けられた手書き入力操作に対応する第２手書き入力データ
を上下および左右に反転する。第２処理ステップは、第１反転ステップによって反転され
た第２手書き入力データに基づいて認識処理を実行する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　請求項２の発明が適用されるタッチ入力装置（１０：実施例で相当する参照符号。以下
同じ）は、所定の軸（Ｙ）に対して左および右にそれぞれ配置される第１ディスプレイ（
１２）および第２ディスプレイ（１４）と、第２ディスプレイ上に設けられるタッチパネ
ル（２０）とを有する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　かかるタッチ入力装置のプロセサ（４２）が、請求項２の発明に従うタッチ入力プログ
ラムを実行する。この結果、反転入力モードは、設定ステップ（Ｓ１）によって、所定操
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作に応答して設定される。設定ステップによって反転入力モードが設定されていないとき
、所定の第１画像は、第１表示ステップ（Ｓ３７）によって第１ディスプレイに表示され
る。第１表示ステップによって表示された第１画像に関連する手書き入力操作は、第１受
付ステップ（Ｓ４１）によってタッチパネルを通して受け付けられる。第１処理ステップ
（Ｓ４５）は、第１受付ステップによって受け付けられた手書き入力操作に対応する第１
手書き入力データに基づいて認識処理を実行する。設定ステップによって反転入力モード
が設定されているとき、第１画像が上下および左右に反転した第２画像は、第２表示ステ
ップ（Ｓ１３）によって第１ディスプレイに表示される。第２表示ステップによって表示
された第２画像に関連する手書き入力操作は、第２受付ステップ（Ｓ１７）によってタッ
チパネルを通して受け付けられる。第２受付ステップによって受け付けられた手書き入力
操作に対応する第２手書き入力データは、第１反転ステップ（Ｓ２１）によって上下およ
び左右に反転される。第２処理ステップは（Ｓ２３）、第１反転ステップによって反転さ
れた第２手書き入力データに基づいて認識処理を実行する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　請求項２の発明によれば、設定ステップによって反転入力モードが設定されたときに、
認識処理は反転された手書き入力データに基づいて行われるので、キャラクタ認識を適切
に行える。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　請求項３の発明に従うタッチ入力プログラムは、請求項２に従属し、プロセサに第３表
示ステップおよび第４表示ステップをさらに実行させる。第３表示ステップは、第１受付
ステップによって受け付けられた手書き入力操作に対応する第１手書き入力データに基づ
く画像を第２ディスプレイに表示する。第４表示ステップは、第２受付ステップによって
受け付けられた手書き入力操作に対応する第２手書き入力データに基づく画像を第２ディ
スプレイに表示する。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　請求項３の発明では、第３表示ステップ（Ｓ１９）が第１受付ステップによって受け付
けられた手書き入力操作に対応する第１手書き入力データに基づく画像を第２ディスプレ
イに表示し、第４表示ステップ（Ｓ４３）が、第２受付ステップによって受け付けられた
手書き入力操作に対応する第２手書き入力データに基づく画像を第２ディスプレイに表示
する。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１３】
　請求項３の発明によれば、設定ステップによって反転入力モードが設定されたときに、
第１ディスプレイに表示された画像に関連した手書き入力操作が第２受付ステップによっ
てタッチパネルを通して受け付けられると、第４表示ステップが、入力された手書き入力
データつまり無反転の手書き入力データに基づく画像を第２ディスプレイに表示するので
、タッチ入力装置を天地逆にした状態でタッチ軌跡が天地逆に表示されることはない。こ
のため、左利きの操作者は、的確な手書き入力操作が行える。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　請求項４の発明に従うタッチ入力プログラムは、請求項２または３に従属し、プロセサ
に第５表示ステップ、第２反転ステップおよび第６表示ステップをさらに実行させる。第
５表示ステップは、第１処理ステップの処理によって認識されたキャラクタ情報に対応す
る第１キャラクタデータに基づく画像を第１ディスプレイに表示する。第２反転ステップ
は、第２処理ステップの処理によって認識されたキャラクタ情報に対応する第２キャラク
タデータを上下および左右に反転する。第６表示ステップは、第２反転ステップによって
反転された第２キャラクタデータに基づく画像を第１ディスプレイにさらに表示する。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　請求項４の発明では、第１処理ステップの処理によって認識されたキャラクタ情報に対
応する第１キャラクタデータに基づく画像は、第５表示ステップ（Ｓ４９）によって第１
ディスプレイに表示される。第２処理ステップの処理によって認識されたキャラクタ情報
に対応する第２キャラクタデータは、第２反転ステップ（Ｓ２７）によって上下および左
右に反転される。第２反転ステップによって反転された第２キャラクタデータに基づく画
像は、第６表示ステップ（Ｓ２９）によって第１ディスプレイに表示される。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　請求項５の発明に従うタッチ入力プログラムは、請求項２ないし４のいずれかに従属し
、プロセサに、第３反転ステップをさらに実行させる。第３反転ステップは、第１画像に
対応する第３キャラクタデータを上下および左右に反転する。第２表示ステップは、第３
反転ステップによって反転された第３キャラクタデータに基づく画像を第１ディスプレイ
に表示する。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　請求項５の発明では、第１画像に対応する第３キャラクタデータは、第３反転ステップ
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（Ｓ１１）によって上下および左右に反転される。第３反転ステップによって反転された
第３キャラクタデータに基づく画像は、第２表示ステップ（Ｓ１３）によって第１ディス
プレイに表示される。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　請求項６－１０の発明でも、請求項１－５の発明と同様に、左利きの操作者は、タッチ
入力装置を天地逆にした状態で、的確な手書き入力操作が行える。
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